
１ 2013年6月1日 

発行　筑後八女地区　　西日本新聞エリアセンター 

企画　イースタンコミュニケーションズ 

印刷　株式会社 東兄弟　TEL  0943 - 24 - 2111  

　　　八女市祈祷院５６３　〒834-0025 

　　　HP：www.w ing8 . com/dc i t y - yame/

2013  JUN.  vol187ワンランク上の暮らしを考える人の情報紙 

日 SUN

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10

４月23日 

友引 

24日 

先負 

25日 

仏滅 

26日 

大安 

27日 

赤口 

 

28日 

先勝 

29日 

友引 

30日 

先負 

５月１日 

大安 

２日 

赤口 

３日 

先勝 

４日 

友引 

５日 

先負 

６日 

仏滅 

７日 

大安 

８日 

赤口 

９日 

先勝 

10日 

友引 

11日 

先負 

12日 

仏滅 

13日 

大安 

14日 

赤口 

16日 

友引 

21日 

先勝 

17日 

先負 

18日 

仏滅 

19日 

大安 

20日 

赤口 

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

25 2924 26 27 28

月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

日 月 火 水 木 金 土 

1 
8 
15 
22 
29

 
7 
14 
21 
28

6 
13 
20 
27

5 
12 
19 
26

4 
11 
18 
25

3 
10 
17 
24

2 
9 
16 
23 
30

6 JUN ７ 

芒
種
の
鳥
を 

　
　
呼
び
な
が
ら
― 

 

　
暦
は
水
無
月
六
月
。
山
本
健
吉

編
『
季
寄
せ
』
を
見
れ
ば
仲
夏
、

芒
種
（
六
月
六
日
か
ら
小
暑
七
月

七
日
前
日
ま
で
）
”夜
蛙
の
声
と
な

り
ゆ
く
菖
蒲
か
な
・
秋
桜
子
）
芒

種
と
は
、
（
穂
先
の
堅
い
禾
）
の

あ
る
作
物
の
種
を
蒔
く
時
期
と
の

こ
と
。
▼
さ
て
去
る
日
、
記
憶
に

と
め
て
お
き
た
い
件
は
―
５
／
11

丸
山
豊
記
念
現
代
詩
賞
贈
呈
式
。
於
、

石
橋
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
。
医
師

そ
し
て
詩
人
丸
山
豊
顕
彰
の
こ
の

催
し
も
22
年
目
か
と
、
感
無
量
。

受
賞
詩
人
は
、
仙
台
の
秋
亜
綺
羅

氏
の
『
透
明
海
岸
か
ら
鳥
の
島
ま
で
』

大
震
災
体
験
の
詩
作
品
朗
読
、
そ

れ
を
描
く
舞
踏
、
橋
口
武
史
氏
の

ギ
タ
ー
演
奏
。
合
唱
は
西
国
分
校

区
の
童
女
木
児
童
合
唱
団
に
よ
る

丸
山
豊
作
詞
校
歌
五
校
に
、
井
上

ひ
さ
し
作
詞
釜
石
小
校
歌
も
―
。

▼
釜
石
小
は
津
波
襲
来
に
無
事
避

難
成
功
の
学
校
と
い
う
マ
ス
コ
ミ

報
道
は
耳
に
し
て
い
た
が
、
―
そ

れ
も
は
っ
き
り
話
す
。
び
く
び
く

せ
ず
に
は
っ
き
り
話
す
。
困
っ
た

と
き
は
あ
わ
て
ず
に
、
人
間
に
つ

い
て
よ
く
考
え
る
…
こ
ん
な
校
歌

を
唄
い
あ
っ
て
避
難
。
ま
さ
に
「
言

葉
は
生
命
を
救
う
」
と
い
う
大
切

な
事
例
の
紹
介
。
そ
れ
に
し
て
も

小
説
家
ひ
さ
し
さ
ん
は
美
辞
麗
句

な
し
の
校
歌
を
作
詞
し
た
も
の
だ

と
感
服
。
▼
市
民
会
館
『
お
り
な

す
八
女
』
で
も
、
音
楽
、
朗
読
、

舞
踊
、
映
像
、
一
体
化
綜
合
化
し

た
い
わ
ゆ
る
織
り
な
す
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
も
…
と
思
い
な
が
ら
次
は

筑
後
市
の
芸
文
館
で
の
会
に
…
。 
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べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

上陽はヒカリを取り戻すっ祭 
～２日　  （ほたると石橋の館） 
 

歯の健康フェア 
（サザンクス筑後・10時30分～12時30分） 
八女筑後歯科医師会 

八女茶山唄日本一大会 
　　　　　　　　　  （黒木町） 
 

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

なんでも人権相談所 
（八女市社会福祉会館） 
（上陽町地域福祉センター） 
（黒木町地域交流センター） 
（立花市民センター） 
（八女市役所星野支所） 
（矢部公民館） 
（筑後市勤労者家庭支援施設） 
（広川町はなやぎの里） 
 

 

 

松尾弁財天縁日（立花町） 
 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 
 

人生史サークル黄櫨の会 
　　　  （八女市社会福祉会館） 
 

500選ウォーク 
岩戸山古墳→石人山古墳 
　　　　　　 （八女歩こう会） 

八女軽トラ市 
（八女観光物産館「ときめき」駐車場） 

第６回 上妻まつり 
　 （上妻小学校及びその周辺） 
９時～14時 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 

お風呂の日 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　（不動温泉八女） 
　　　　　　　　（べんがら村） 
　　　　　　　　　（公園の宿） 

   

  

 

 

 

   

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 
要予約　0942-33-6215 
 

 

 

 

23 15日 
先勝 

30 22日 
友引 

滝の宮不動尊縁日 
　　　　　　　　　  （上陽町） 

八女軽トラ市 
（八女観光物産館「ときめき」駐車場） 

中園理沙ピアノリサイタル 
　　　　　　  （おりなす八女） 

劇団SENGEKI公演「翼」 
　　　　　  （サザンクス筑後） 
 

詩
人 

椎 

窓   

猛 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　６月５日・19日 
黒 木 町 ふ じ の 里　６月５日・19日 
上陽町地域福祉センター　６月12日・26日 
立 花 町 か が や き　６月12日・26日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　６月14日 
黒 木 町 ふ じ の 里　６月21日 
上陽町地域福祉センター　６月28日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　６月14日 
八女市社会福祉会館　６月21日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

くろぎふるさと日曜市　毎週日曜日 
上陽ふるさと市　　　　毎週土曜日 

○読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎週土曜日　午後２時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第２土曜日　午前11時～ 
○赤ちゃん読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎月第３水曜日　午前11時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第４木曜日　午前11時～ 
 

クラッシーのバックナンバー（2010.1.1号より）が 
インターネットでご覧になれます。 
「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索 
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心愛保育園　年中児・年長児です。 

　みんなお外遊びが大好きで、毎日元気一杯遊んでいます。ぽかぽか陽気の

日にはいちごハウスやぶどう畑をながめながら楽しくお散歩にでかけます。 

　制作活動もいつも楽しみにしています。今回は和紙染めに挑戦して、あじ

さいを作りました。「きれいな色だよ」「むずかしいね」とお友達とお話し

しながらすてきなあじさいを完成させました。 

　心愛保育園では毎週月曜日と水曜日に「英語で遊ぼう」があり、子どもた

ちは、「今日英語の日？」と毎日のように聞き、楽しみにしています。 

　毎週水曜日は園庭開放日になっています。たくさんのお友達おまちしてい

ます。 

　当園では学童保育も行っています。利用ご希望の方は園へお尋ね下さい。 

　日本の野生バラの代表種である。矢部村では５月から６月にかけて、

国道、林道などの道端で多く見られる。森林では見かけない。普通、

芳香のある白い花を咲かせるが、希に写真のような薄いピンク色を

したノイバラに出会うことがある。 

　バラは世界で二万種ほど有るとされているが、基本は八種で、そ

の中に日本原産のノイバラが入っており、バラ改良の基本種として

大きな位置を占めているそうである。 

日本ではバラの接ぎ木の台木としても利用されている。 

　秋になると赤い実を付けるが、この実は漢方の生薬名で営実と言

われ、利尿剤 

や下剤となる。 

 松尾　重根 

（黒木町） 

gallery街かど 

松
　
尾
　
貞
　
義 

八
女
市
稲
富 

今
月
の
川
柳 

               

　
六
月
と
言
え
ば
梅
雨
。
梅
雨
と

言
え
ば
、
ア
ジ
サ
イ
が
一
番
よ
く

似
合
う
。 

　
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
も
雨
に
濡

れ
た
ア
ジ
サ
イ
の
七
変
化
が
癒
し

て
く
れ
る
。 

　
褒
め
ら
れ
り
や 

　
　
切
っ
て
上
げ
た
い
花
鋏 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

　
わ
た
し
の
し
ょ
う
ら
い

の
ゆ
め
は
、
じ
ょ
さ
ん
し

さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
ほ
い
く
え
ん
の
と

き
、
じ
ょ
さ
ん
し
さ
ん
の

話
を
聞
い
て
赤
ち
ゃ
ん
を

う
む
の
は
大
へ
ん
な
こ
と

だ
と
お
も
っ
て
わ
た
し
も

お
か
あ
さ
ん
に
な
る
人
た

ち
の
お
手
つ
だ
い
を
し
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
い
つ
も
人
に
や
さ

し
く
し
た
り
、
お
べ
ん
き

ょ
う
を
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

　
次
は
、
ま
つ
お
ほ
の
か

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 黒木西小学校　二年 

かやしまみゆう 

わ
た
し
の
ゆ
め 

JAふくおか八女 
農産物直売所 

「よらん野」 

ハウス桃 ぶどう 新茶 スイートコーン 

今月の田中店長 
おすすめコーナー 

筑後市前津503-1 
10942-54-7755 
営業時間 
9：00～18：00

JAふくおか八女の新鮮食材を品揃えし、生産者と共に 
スタッフ一同心より感謝を込め、 

皆様のご来店をお待ち申し上げます。 

  　　矢部川源流・杣の里の四季  ⑳ 
　　ノイバラ（野茨）［バラ科］ 

ふたり工房 

            

　
木
工
品
　
川
口
光
さ
ん 

　
木
の
ぬ
く
も
り
が
好
き
で
、

若
い
頃
か
ら
時
間
を
み
つ
け

て
は
箱
も
の
や
花
台
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
定
年
を
機
に

い
ろ
ん
な
作
品
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
木
目
の
美
し
さ
を

生
か
し
て
完
成
し
た
作
品
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
一
輪

差
し
、
オ
ブ
ジ
ェ
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
等
小
品
が
主
で
す
。 

　
藍
染
ニ
ッ
ト 

川
口
美
知
恵
さ
ん 

　
藍
の
色
に
魅
せ
ら

れ
、
十
年
程
前
始
め

ま
し
た
。
綿
一
〇
〇

％
の
糸
で
編
ん
だ
セ

ー
タ
ー
は
や
さ
し
い

肌
ざ
わ
り
、
爽
や
か

な
着
ご
こ
ち
で
こ
れ

か
ら
の
季
節
に
最
適

で
す
。
藍
の
糸
と
会

話
し
な
が
ら
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
、
こ
だ
わ
り

を
も
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
を
心
が
け
て
い
ま

す
。 

　
夫
婦
二
人
自
由
気
ま

ま
に
藍
や
木
と
た
わ
む

れ
、
皆
さ
ん
と
の
出
逢

い
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。 

　
黒
木
町
本
分
（
ア
ス

タ
ラ
ビ
ス
タ
西
隣
） 

1
４
２
―
２
４
６
９ 

   

　
釣
人
は
鮒
釣
に
始
ま
り
、
鮒
釣
に
終
る
の
諺
が
あ
り
ま
す
。

市
の
講
座
募
集
の
水
墨
教
室
へ
入
っ
た
の
が
、
中
島
美
代

子
先
生
の
担
当
で
し
た
。
学
び
た
い
続
け
た
い
気
持
で
、

婦
人
ば
か
り
の
中
へ
又
々
御
縁
と
な
り
ま
し
た
。
サ
ー
ク

ル
は
何
処
へ
行
っ
て
も
女
々
の
女
性
軍
団
で
、
漢
と
い
え

ど
や
は
り
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
長
い
間
お
手
頃
サ
イ
ズ
の
Ｆ
５
・

６
に
浸
っ
て
来
た
せ
い
か
、
仲
々
大
き
な
も
の
に
は
馴
染

め
な
い
ま
ま
の
状
態
で
す
。
以
前
に
あ
る
方
が
、
20
号
以

下
は
絵
と
は
云
え
な
い
し
、
又
認
め
ら
れ
な
い
、
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
未
熟
者
で
反
論
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

自
分
と
し
て
は
小
サ
イ
ズ
を
続
け
た
い
所
で
す
。
余
生
あ

る
内
、
大
作
に
と
思
う
気
持
は
あ
り
ま
す
が
・
・
・
・
。
そ

れ
よ
り
も
深
み
の
あ
る
、
奥
行
き
の
あ
る
墨
絵
を
目
指
し

た
い
の
が
身
上
で
す
。
と
は
申
し
ま
す
も
の
の
、
果
し
て

会
得
す
る
の
は
何
時
か
は
解
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
。
墨
と
地

道
に
仲
良
く
す
る
の
み
で
す
。 

　
茫
茫
と
描
き
た
き
春
の
暮
色
か
な 

みんなで 
　おえかき 

ぼくたち 
わたしたち が 
かいたよ 

心愛保育園 
園長　馬場　美香 
広川町久泉412-2 
10943-32-4004

 

 

しようやくめい み えいじつ 

西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

２ 2013年6月1日 

呟き 

　
大
々
的
な
治
水
工
事
に
当

た
っ
た
の
が
柳
川
藩
の
普
請

役
（
建
築
や
土
木
工
事
責
任

者
）
の
田
尻
惣
助(

た
じ
り
そ
う

す
け)

、

惣
馬(

そ
う
ま)

の
親
子
で
、

５
〜
８
ｍ
位
の
土
手
を
築
き
、

上
木
に
ク
ス
ノ
キ
を
下
層
に

マ
タ
ケ
や
ハ
チ
ク
・
モ
ウ
ソ

ウ
チ
ク
等
の
竹
と
の
二
段
林

の
植
栽
に
よ
っ
て
堤
防
の
決

壊
を
防
ぐ
大
工
事
で
、
し
か

も
対
岸
の
久
留
米
藩
か
ら
の

苦
情
や
抗
議
の
余
裕
も
与
え

な
い
よ
う
に
昼
夜
兼
行
の
突

貫
工
事
で
一
三
〇
〇
間
（
二

三
〇
〇
ｍ
）
の
護
岸
を
数
日

で
築
き
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、

同
区
間
に
は
堤
防
か
ら
川
の

中
央
に
突
出
し
た
石
積
や
蛇

籠(

じ
や
か
ご)

で
流
水
を
や
わ

ら
げ
る
刎(

は
ね)

を
造
り
堤
防

を
守
っ
た
。 

　
こ
の
時
、
築
堤
工
事
に
駆

り
出
さ
れ
た
地
元
領
民
に
は

食
事
、
用
便
以
外
に
は
休
息

の
時
間
も
な
い
非
常
に
過
酷

な
重
労
働
で
あ
っ
た
た
め
に

田
尻
惣
馬
に
対
す
る
恨
み
を

は
ら
す
た
め
に
「
切
る
時
は
、

木
六
、
竹
八
、
葦
九
月
（
何

れ
も
陰
暦
）
、
惣
馬
の
首
は

今
が
切
り
時
」
と
大
変
物
騒

な
内
容
で
あ
る
が
直
訴
が
で

き
な
い
当
時
、
戯
言
と
し
て

鬱
憤
を
は
ら
し
た
歌
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。 

　
と
は
言
え
、
こ
の
田
尻
惣

馬
は
大
変
に
仕
事
熱
心
で
、

築
堤
工
事
に
当
た
っ
て
洪
水

で
渦
巻
く
激
流
の
中
を
半
切

(

は
ん
ぎ
り)

に
乗
り
、
堤
防
の

強
弱
や
流
れ
の
緩
急
等
を
細

か
く
調
査
す
る
な
ど
、
後
世
、

九
州
普
請
役
の
三
傑
（
鍋
島

藩
の
成
富
兵
庫
介
、
細
川
藩

の
堀
平
左
衛
門
）
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
。 

　
こ
の
工
事
に
よ
っ
て
大
雨

毎
に
荒
田
と
な
っ
て
い
た
田

畑
が
見
事
に
美
田
と
し
て
蘇

り
、
地
区
の
人
々
は
こ
の
築

堤
を
「
千
間
土
居)

」
や
「
惣

馬
が
土
居
」
と
呼
び
、
今
は

千
間
土
居
公
園
と
し
て
旧
立

花
町
で
は
昭
和
56
年
に
ク
ス

ノ
キ
を
町
の
木
に
指
定
す
る

な
ど
保
健
保
安
林
と
し
て
親

し
ま
れ
、
一
方
、
河
川
工
学

の
関
係
で
は
「
狐
林
」
と
言

っ
て
全
国
的
に
有
名
な
水
害

防
備
林
と
な
っ
て
い
る
。 

   

日
時
　
６
月
２
日
（
日
） 

　
10
時
30
分
〜
12
時
30
分 

会
場
　
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後 

先
着
３
０
０
名
に
お
土
産
プ

レ
ゼ
ン
ト 

八
女
筑
後
歯
科
医
師
会 

０
９
４
３
―

２
４
―

４
８
２
９ 

　　　　　人格を否定された時、懐かしい故郷の風景に会いたくなった。春には筑後
川土手の黄色い菜の花、白い大根の花。ひばりの声、高い空。子どもの頃に寝っころ
がった草の匂いが嗅ぎたくて、思わずヒールを脱いで寝っころがった。安らぐ匂い。
埋もれていると、私を丸ごと受け入れてくれている大地を感じた。 
　人は自分の存在が誰かの役に立っていることで生きる喜びを感じたりする。けれど、
自分が誰かのストレスになる存在だとしたら、生きていることが辛い。それが大切な
人だったらなおのこと。 
　消えてしまいたい……。そう思った時に会いたくなったのはこの風景だった。私の
人格のほとんどは、この故郷で形成された。何を見て嬉しいと感じるか、何を見て悲
しいと感じるか、何を許せないと思うのか……その感性は、この風景の中で大人へと
育つうちにつくられた。幼い頃、叱られて閉じ込められた納屋も、学校に行かないと
泣いた庭も、腕白に木登りをした梅の木も、全部私を知っていた。どんな性格の私で
あろうと、じっと私の成長を見守り受け止めてくれていた。 
　あれから数年、5月……ちっとも成長していない私、人間失格の私、それでも相変わ
らず庭には燃えるようなつつじが精一杯花を開いてみせてくれていた。 
　私はまた、このつつじに背中を押されて、いつもの生活、日常の街へと見送られた。
ここに、こんなちっぽけな自分を何十年も変わらず受け止めてくれている場所がある、
それだけでいいのだと思いながら……。　森　志穂 

　今日は子ども（と云っても昨年古希の長男から今年還暦の末弟まで二男二女（四人の総
年齢３５９歳まさに高齢社会の縮図です。）たち全員が集まって、この春目出度く96歳に
なった母の今後について重大な話し合いの日です。さしもしっかりしていた母も厳しい冬
を越す間にずい分老いが進みました。耳は数年前から遠くなっていましたが、足、腰の衰
えに加えて認知の症状が顕著になってきました。今まで同居の長男夫婦が老々介護を実践
してきましたが二人とも病院通いで家を空けることが多くなりました。早晩「高齢化介護
人にも介護人」が必要となりそうです。そもそも築百年近い日本住宅は人生60年を前提に
建築されており、当時は90歳を越して暮らすという発想がなかったのでしょう。当人にと
っては重たい課題の話し合いというのにあっさりと結論が出ました。「介護付有料老人施設」
がよかろうということです。「年とったら安全、安心に暮らせる所がよい」という至極も
っともな理由です。「介護士の学費出させて親看ぬ娘」4人の子たち一人として、次は自
分の所で看取るという者はいません。「遺産分け母を受け取る人がない」のが現実のよう
です。次は本人にどう説明して納得してもらうかです。ここは娘二人の役割です。早速自
室のコタツでうたた寝をしている母の所へ行きます。（はるお） 
　文中の川柳3句はいずれも「サラ川」傑作選すごろく（講談社）より 

八女市本町 

後藤　弘司 

gallery街かど 

　
水
彩
画
を
始
め
た
の
は
親

友
Ｙ
君
の
親
身
の
勧
め
に
よ

る
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ま
で

絵
画
と
は
美
術
館
や
美
術
展

で
鑑
賞
す
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
絵
を
描
こ
う

な
ど
全
く
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
描
く
チ
ャ
ン
ス

も
殆
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
田
代
喜
玖
生
先
生
御
指
導

の
絵
画
教
室
へ
入
会
し
ま
し
た
。
絵
を
描
く
の
は
数
十
年
の

永
い
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
少
々
不
安
で
し
た
。
真
新
し
い
絵
具
・

絵
筆
そ
し
て
画
用
紙
を
手
に
し
た
と
き
は
な
ん
だ
か
一
年
生

に
な
っ
た
よ
う
な
新
鮮
な
気
分
で
し
た
。
毎
月
２
回
の
絵
画

教
室
で
は
マ
イ
ペ
ー
ス
で
一
歩
一
歩
回
を
重
ね
、
徐
々
に
絵

も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
な
か
第
55
回
八
女
文
化
祭
総
合
美
術
展
へ
出
品
し

た
作
品
（
福
岡
城
下
之
橋
御
門
）
が
思
い
も
掛
け
ず
八
女
市

長
賞
を
頂
い
た
時
は
、
私
に
水
彩
画
を
勧
め
て
く
れ
た
親
友

Ｙ
君
が
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
御
指
導
を
頂
い
た
田
代
喜
玖
生
先
生
の
お
か
げ
だ
と
心
よ

り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
拙
い
絵
で
す
が
温
も
り

の
あ
る
絵
を
描
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

矢
部
川
と
千
間
土
居
　
② 

千
間
土
居
は
昼
夜
兼
行
の
突
貫
工
事
で
造
ら
れ
た 

矢部川の流れを変えた刎 

　
主
に
精
神
障
害
を
持
つ
方

が
様
々
な
作
業
を
通
し
て
、

社
会
生
活
に
な
じ
む
た
め
の

訓
練
を
行
い
、
習
慣
を
身
に

つ
け
る
場
所
で
あ
る
八
女
作

業
所
で
は
、
２
年
ほ
ど
前
か

ら
活
力
朝

礼
に
取
り

組
ん
で
い

ま
す
。｢

職

場
の
教
養｣

を
輪
読
し

た
後
に
身

近
な
事
例

に
置
き
換

え
な
が
ら
、

職
員
が
利

用
者
の
方

に
分
か
り

や
す
く
解

説
を
し
ま

す
。
社
会

性
を
身
に

つ
け
る
た

め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
レ
ン

ジ
で
す
。
健
康
状
態
の
確
認

や
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
チ
ェ

ッ
ク
、
体
操
な
ど
じ
っ
く
り

30
分
か
け
て
朝
礼
を
行
い
、

み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
で
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
就
き
ま

す
。
の
ぼ
り
旗
作
成
・
椎
茸

袋
詰
め
・
清
掃(

施
設
外
就
労

)

、
地
域
と
の
交
流
を
深
め

る
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
や
バ
ザ

ー
に
も
参
加
し
ま
す
。
厳
し

さ
と
優
し
さ
と
楽
し
さ
を
大

切
に
し
な
が
ら
日
々
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。 

 

社
会
福
祉
法
人 

ハ
イ
ジ
福

祉
会 

八
女
作
業
所 

八
女
市
本
村
４
２
５
―

８
０ 

電
話
０
９
４
３
―

２
３
―

１
７

４
７ 

 
活
力
朝
礼
を
取
り
入
れ
た
い

方
は
、
筑
後
倫
理
法
人
会
　

事
務
局
０
９
４
２
―

４
２
―

２

８
１
５
迄 

 

活 力 朝 礼 

老々介護  №9　新しいおうちはどこに・・・ 

25
年
度
歯
の
衛
生
週
間 

歯
の
健
康
フ
ェ
ア 

＊歯科矯正相談 
＊口腔ガン検診 
＊口臭測定・相談 
＊歯磨き指導 
＊フッ素塗布 
＊指模型 
 

故郷の風景 



３ 2013年6月1日 

西日本新聞筑後八女地区エリア情報紙 

心愛保育園　年中児・年長児です。 

　みんなお外遊びが大好きで、毎日元気一杯遊んでいます。ぽかぽか陽気の

日にはいちごハウスやぶどう畑をながめながら楽しくお散歩にでかけます。 

　制作活動もいつも楽しみにしています。今回は和紙染めに挑戦して、あじ

さいを作りました。「きれいな色だよ」「むずかしいね」とお友達とお話し

しながらすてきなあじさいを完成させました。 

　心愛保育園では毎週月曜日と水曜日に「英語で遊ぼう」があり、子どもた

ちは、「今日英語の日？」と毎日のように聞き、楽しみにしています。 

　毎週水曜日は園庭開放日になっています。たくさんのお友達おまちしてい

ます。 

　当園では学童保育も行っています。利用ご希望の方は園へお尋ね下さい。 

　日本の野生バラの代表種である。矢部村では５月から６月にかけて、

国道、林道などの道端で多く見られる。森林では見かけない。普通、

芳香のある白い花を咲かせるが、希に写真のような薄いピンク色を

したノイバラに出会うことがある。 

　バラは世界で二万種ほど有るとされているが、基本は八種で、そ

の中に日本原産のノイバラが入っており、バラ改良の基本種として

大きな位置を占めているそうである。 

日本ではバラの接ぎ木の台木としても利用されている。 

　秋になると赤い実を付けるが、この実は漢方の生薬名で営実と言

われ、利尿剤 

や下剤となる。 

 松尾　重根 

（黒木町） 

gallery街かど 

松
　
尾
　
貞
　
義 

八
女
市
稲
富 

今
月
の
川
柳 

               

　
六
月
と
言
え
ば
梅
雨
。
梅
雨
と

言
え
ば
、
ア
ジ
サ
イ
が
一
番
よ
く

似
合
う
。 

　
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
も
雨
に
濡

れ
た
ア
ジ
サ
イ
の
七
変
化
が
癒
し

て
く
れ
る
。 

　
褒
め
ら
れ
り
や 

　
　
切
っ
て
上
げ
た
い
花
鋏 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

　
わ
た
し
の
し
ょ
う
ら
い

の
ゆ
め
は
、
じ
ょ
さ
ん
し

さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
ほ
い
く
え
ん
の
と

き
、
じ
ょ
さ
ん
し
さ
ん
の

話
を
聞
い
て
赤
ち
ゃ
ん
を

う
む
の
は
大
へ
ん
な
こ
と

だ
と
お
も
っ
て
わ
た
し
も

お
か
あ
さ
ん
に
な
る
人
た

ち
の
お
手
つ
だ
い
を
し
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
い
つ
も
人
に
や
さ

し
く
し
た
り
、
お
べ
ん
き

ょ
う
を
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

　
次
は
、
ま
つ
お
ほ
の
か

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 黒木西小学校　二年 

かやしまみゆう 

わ
た
し
の
ゆ
め 

JAふくおか八女 
農産物直売所 

「よらん野」 

ハウス桃 ぶどう 新茶 スイートコーン 

今月の田中店長 
おすすめコーナー 

筑後市前津503-1 
10942-54-7755 
営業時間 
9：00～18：00

JAふくおか八女の新鮮食材を品揃えし、生産者と共に 
スタッフ一同心より感謝を込め、 

皆様のご来店をお待ち申し上げます。 

  　　矢部川源流・杣の里の四季  ⑳ 
　　ノイバラ（野茨）［バラ科］ 

ふたり工房 

            

　
木
工
品
　
川
口
光
さ
ん 

　
木
の
ぬ
く
も
り
が
好
き
で
、

若
い
頃
か
ら
時
間
を
み
つ
け

て
は
箱
も
の
や
花
台
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
定
年
を
機
に

い
ろ
ん
な
作
品
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
木
目
の
美
し
さ
を

生
か
し
て
完
成
し
た
作
品
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
一
輪

差
し
、
オ
ブ
ジ
ェ
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
等
小
品
が
主
で
す
。 

　
藍
染
ニ
ッ
ト 

川
口
美
知
恵
さ
ん 

　
藍
の
色
に
魅
せ
ら

れ
、
十
年
程
前
始
め

ま
し
た
。
綿
一
〇
〇

％
の
糸
で
編
ん
だ
セ

ー
タ
ー
は
や
さ
し
い

肌
ざ
わ
り
、
爽
や
か

な
着
ご
こ
ち
で
こ
れ

か
ら
の
季
節
に
最
適

で
す
。
藍
の
糸
と
会

話
し
な
が
ら
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
、
こ
だ
わ
り

を
も
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
を
心
が
け
て
い
ま

す
。 

　
夫
婦
二
人
自
由
気
ま

ま
に
藍
や
木
と
た
わ
む

れ
、
皆
さ
ん
と
の
出
逢

い
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。 

　
黒
木
町
本
分
（
ア
ス

タ
ラ
ビ
ス
タ
西
隣
） 

1
４
２
―
２
４
６
９ 

   

　
釣
人
は
鮒
釣
に
始
ま
り
、
鮒
釣
に
終
る
の
諺
が
あ
り
ま
す
。

市
の
講
座
募
集
の
水
墨
教
室
へ
入
っ
た
の
が
、
中
島
美
代

子
先
生
の
担
当
で
し
た
。
学
び
た
い
続
け
た
い
気
持
で
、

婦
人
ば
か
り
の
中
へ
又
々
御
縁
と
な
り
ま
し
た
。
サ
ー
ク

ル
は
何
処
へ
行
っ
て
も
女
々
の
女
性
軍
団
で
、
漢
と
い
え

ど
や
は
り
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
長
い
間
お
手
頃
サ
イ
ズ
の
Ｆ
５
・

６
に
浸
っ
て
来
た
せ
い
か
、
仲
々
大
き
な
も
の
に
は
馴
染

め
な
い
ま
ま
の
状
態
で
す
。
以
前
に
あ
る
方
が
、
20
号
以

下
は
絵
と
は
云
え
な
い
し
、
又
認
め
ら
れ
な
い
、
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
未
熟
者
で
反
論
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

自
分
と
し
て
は
小
サ
イ
ズ
を
続
け
た
い
所
で
す
。
余
生
あ

る
内
、
大
作
に
と
思
う
気
持
は
あ
り
ま
す
が
・
・
・
・
。
そ

れ
よ
り
も
深
み
の
あ
る
、
奥
行
き
の
あ
る
墨
絵
を
目
指
し

た
い
の
が
身
上
で
す
。
と
は
申
し
ま
す
も
の
の
、
果
し
て

会
得
す
る
の
は
何
時
か
は
解
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
。
墨
と
地

道
に
仲
良
く
す
る
の
み
で
す
。 

　
茫
茫
と
描
き
た
き
春
の
暮
色
か
な 

みんなで 
　おえかき 

ぼくたち 
わたしたち が 
かいたよ 

心愛保育園 
園長　馬場　美香 
広川町久泉412-2 
10943-32-4004

 

 

しようやくめい み えいじつ 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

４ 2013年6月1日 

" Keep in touch! "
「これからも連絡を取り合いましょう！」 

　前回は、人の優しさや温もりに触れたい時に使う"Give me a
 hug!"という表現を練習しました。 
　さて、今回は、引っ越しや転勤などで離ればなれになる友人に対

して、これからもその人とつながっていたい時に使える表現です。 

Emi: I'm so sad today Kristen.
　　　（今日はとても悲しいのよ、クリスティン）     

Kristen: What's wrong Emi? Are you OK?
　　　（エミ、どうしたの？　だいじょうぶ？） 

Emi: Yeah, but one of my good friends has moved 
      to Yokohama because of her husband's job 
      transfer. 
　　　（ええ、でも私の仲の良い友達の一人がご主人の転勤で横浜に引っ 

　　　 越しちゃったの） 

Kristen: Oh, that's sad. Have you been good 
      friends for a long  time?
　　　（まぁ、それは悲しいわね。長い間、いい友達だったの？） 

Emi: Yes. We've known each other for over 15 
      years.　（そうなの。15年以上のつき合いになるわ） 
Kristen: Oooh. That must be sad for both of you 
      but you can keep in touch wherever your 
      living.
　　　（そうなんだ。お互いに悲しんでるに違いないけど、どこに住んでい 

　　　 ても連絡を取り合えるわよ） 

Emi: When she left, I tried smiling and told her
      "Keep in touch!" with a big hug.
　　　（彼女が行く時、笑顔で「これからも連絡を取り合いましょうね」と 

　　　 言って、しっかり抱き合ったわ） 

ハッピーワンポインント英会話前回（その12）の復習 

Give me a hug.　「ぎゅ～っとして」 
ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 
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ベターホームの楽しいcooking
ひじきの卵巻きずし 

① Ｂをよく混ぜる。卵焼き器に油を温め薄焼き卵を
　 ２枚焼く。 
② さやいんげんはへたを切り落とし、２㎝長さの斜
　 め薄切りにする。鍋にひじきの煮ものと一緒に入れ、
　 弱火で汁気がなくなるまで煮詰める。 
③ Ａは合わせてよく混ぜ、温かいご飯にさっくりと
　 混ぜる。ごまと②を加えて混ぜる。 
④ 薄焼き卵を縦長に置き、③の半量ずつをのせて巻く。
　 食べやすく切る。 

材　　料（１単位分） 作　り　方 

ひじきの煮もの……………………30g 
さやいんげん………………………2本 
温かいごはん…………………… 150g 
Ａ（酢大さじ1、砂糖大さじ1/2、塩小さじ1/6 
いりごま（白）…………………小さじ1 
Ｂ（卵１個、砂糖小さじ1/2、塩少々） 
サラダ油………………………… 少々 

【料理本】 

お弁当がすぐできる 

便利なおかずより 

￥１２６０（税込） 

本は２冊以上ご注文頂きますと、送料無料でお届けいたします。 
〒810-0001中央区天神2－13－17　ベターホーム宛 

● ベターホームの本のお申込みは、電話、ＦＡＸ、インターネットで受付中。 
　1092-714-2411　FAX092-711-7830　　ＵＲＬ  http://www.betterhome.jp　 
 

キッチン 

菜園ノート 

￥７３５（税込） 

こちらも 
好評 
発売中 

6月の道の駅たちばな 

立花町下辺春国道3号線沿 
TEL 0943-37-1711

ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 八女でホームステイ 受け入れ家庭になる編 

その
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さっぱり味でいたみにくいすしめしはこれからの季節のお弁当におすすめ 

竹
細
工
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り
名
人 
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ケ
大
好
き 

善
次
爺
ち
ゃ
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中
島
善
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さ
ん
で
す
。
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年
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月
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う
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に
、
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お
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飲
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ラ
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手
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大
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い
、
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顔
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け
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。
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で
、
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教
本
や

Ｃ
Ｄ
を
出
版
す
る
な
ど
知
識
、

教
養
、
気
力
、
体
力
が
あ
り
び

っ
く
り
す
る
程
で
す
。
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備
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す
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演
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す
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時
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で
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ラ
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い
ま
す
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歌
詞
は
殆
ど
暗
記

し
て
い
て
、
大
き
い
声
で
笑
顔

で
楽
し
く
唄
い
あ
げ
、
会
場
の

大
喝
采
を
う
け
、
悦
に
浸
っ
て

い
ま
す
。
長
生
き
の
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は
？

と
聞
く
と
「
よ
く
食
べ
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よ
く

飲
み
、
よ
く
唄
い
、
よ
く
喋
る
」

か
な
あ
と
。
そ
し
て
好
奇
心
が

強
く
、
色
気
も
失
わ
ず
、
楽
し

く
て
優
し
い
お
爺
ち
ゃ
ん
で
す
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八
女
市
立
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町 

砂
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　6月1日・2日にひよこのお菓子で有名なひよこ本舗よりひよこ

のお菓子各種販売いたします。 

ひよこのマスコットキャラクターのピピちゃんも参加します。 

　6月1日には、らっきょ

漬け講習会も行います。 

地元のおばちゃんが昔な

がらのらっきょの漬け方

を教えてくれます。 

　6月8日には、梅漬け講

習会を行います。 

梅農家が漬ける、梅干し

の作り方や梅加工品など

も教えてくれます。 

　　　　　　　新 茶 販 売 実 習　　　　　八女農業高等学校 
　５月３日天神岩田屋本店で開催の「九州うまかもん散策」で本校生産技術

科茶業・作物専攻３年猿渡健太君と宮地翔摩君が、本校の新茶販売実習をし

ました。たくさんのお客様にとまどいながらも、一生懸命新茶の試飲を勧め

たり、お茶について説明したりして、とても好評でした。お客様からは「毎

年購入してます。おいしいお茶だわ」「たいへんだけど頑張ってね。応援し

ているからね」と嬉しい励ましの言

葉をいただきました。 

　これからもお客様に喜ばれるおい

しいお茶作りを目指して頑張ります！       

（八女農みらい館６月販売日程） 

４日（火）、７日（金）、11日（火）、14日（金）、

18日（火）、21日（金）、25日（火）、28日（金）  

　毎週火曜日と金曜日の２回定期的

に販売しており、販売時間は10時

30分～15時30分です。 

　開業から１年。今でも日本中が注目している東京スカイツリー。
今回ご紹介するのは、そのスカイツリーの足元まで行き、乗車
したままそびえ立つ新ランドマークを見上げることができる乗
り物“スカイバス東京”です。このバスは一見、普通の２階建
てバスなんですが、なんと屋根がないんです！風を切りながら、
大都会のビル街を通り抜け、ガード下や首都高速を走り抜ける
爽快感は、まるでジェットコースターのよう。 
 　いろんなコースがありますが、今一番のオススメは「東京ス
カイツリー・浅草コース」。東京駅丸の内口から出発し、次第にスカイツリ
ーが見えてきて、間近に通過する際には、思わず拍手と大歓声があがります。
もちろん浅草雷門前や合羽橋など、名所を網羅したコースになっています。 
 　ほかにも、「お台場夜景コース」などでは、ライトアップされた東京タワ
ーや、レインボーブリッジを渡り、昼とは違った夜の都会を満喫することが
できます。 
 　今年の夏休みは、スカイバス東京に乗って、新しい東京の楽しみ方を味わ
ってみませんか？（筑後旅行センター1０９４２－５２－４９１１　平塚） 
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